
チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で

適切である
6 0

法の配置基準を満たしてい

ます。指導室・学習室・更

衣室・静養室・事務室で区

切りを設け、個々の活動に

応じて使い分けをしていま

す。

2 職員の配置数は適切である 6 0
法の配置基準を満たしてい

ます

配置基準より多い配置数にしています。シフト制勤務の

ため、各学校への送迎時間帯、利用者様の状態に応じて

臨機応変に人を充てたり、職員一人ひとりの質をレベル

アップする、利用者の動線を予測するなどの工夫をして

います。

3
事業所の設備等について、バリアフリー化の

配慮が適切になされている
6 0

玄関から段差なく室内に入

れるように設計されていま

す。医療ケアの必要な利用

者様の受け入れは想定して

いないため、手すりの設置

はしていません

4

業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目

標設定と振り返り）に、広く職員が参画して

いる

6 0

業務を運営したり、利用者

様を支援する上での問題点

があれば、職員でミーティ

ングを行い、方法・成果の

話し合いを常にしていま

す。

シフト制勤務のため、全ての職員が話し合いに参加でき

ません。そのため、ミーティングの内容を議事録にして

残し、ミーティングに参加していない職員にも情報共有

がなされるようにしています。また、本社が中心にな

り、萩原・皆春・南大分共通のPDCAが実施される事案

もあります。

5

保護者等向け評価表を活用する等によりアン

ケート調査を実施して保護者等の意向等を把

握し、業務改善につなげている

6 0

保護者等向け評価表は社内

で共有し、業務改善に努め

ています。

6
この自己評価の結果を、事業所の会報やホー

ムページ等で公開している
4 2

当社ホームページで公開し

ています。

自社ホームページの積極的な活用と周知を社内社外とも

に進めていきます。

7
第三者による外部評価を行い、評価結果を業

務改善につなげている
2 4 今後検討していきます。

8
職員の資質の向上を行うために、研修の機会

を確保している
6 0

大分市や大分県主催の研修

会には、できるだけ多くの

職員が参加しています。常

勤職員だけでなく非常勤職

員にも門戸を開放していま

す。外部研修だけでなく社

内での研修機会も設けてい

ます。

シフト制勤務のため、全員が参加できる時間を確保する

ことが難しい状況です。社内研修は残業や休日出勤に

て、できるだけ全員が参加できるよう時間を確保してい

ます。参加できなかった職員に対しては、研修報告書に

よって研修内容の周知を行っています。

9

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、放

課後等デイサービス計画を作成している

6 0

利用開始時のアセスメント

とともに、放課後等デイ

サービス計画作成のたびに

アセスメントを行っていま

す。

10

子どもの適応行動の状況を把握するために、

標準化されたアセスメントツールを使用して

いる

5 0

(無回答１)社内独自の統一

したアセスメントツールを

使用しています。

児童発達支援管理責任者が中心となり、職員一同チーム

としてお子様の状況把握に努めていきます。
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11 活動プログラムの立案をチームで行っている 5 1

萩原・南大分・皆春３事業

所の職員からなる支援プロ

グラム作成委員会を設置

し、会社全体でプログラム

の質を向上させる取り組み

をしています。

児童発達支援管理責任者が中心となり、職員全員が、

日々新しいプログラム、お子様が学び楽しめるプログラ

ムの立案を行って参ります。

12
活動プログラムが固定化しないよう工夫して

いる
6 0

料理作り・おやつ作り・お

出かけ・おつかい体験・感

覚あそび・運動あそび・

ソーシャルスキルトレーニ

ング等毎日違う活動を提供

しています。

13
平日、休日、長期休暇に応じて、課題をきめ

細やかに設定して支援している
6 0

休日や長期休暇中は、お出

かけ、外遊びや料理作りな

ど時間が必要な活動を設定

しています。また、夏祭り

やクリスマス会など季節の

イベントを準備段階から利

用者様自身が関わり、リー

ダーシップを養えるよう工

夫して支援を行っていま

す。

14

子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動

を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計

画を作成している

6 0

全員でする活動、個別の目

標を分けて設定していま

す。１カ月のプログラム表

は利用者様に事前に配布し

ています。

15

支援開始前には職員間で必ず打合せをし、そ

の日行われる支援の内容や役割分担について

確認している

6 0

ミーティングの内容を議事

録にして残し、ミーティン

グに参加していない職員に

も情報共有しています。

長期休暇中の打ち合わせは時間の制約があって難しいで

すが、利用者様の気になる様子などは送迎開始前に申し

合わせを行って情報共有に努めています。

16

支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、

その日行われた支援の振り返りを行い､気付い

た点等を共有している

6 0

利用者様ごとの活動記録を

毎日記入しています。特に

気になった点はミーティン

グの議題に挙げるなどし、

利用者様が安心して過ごせ

るよう努めています。

シフト制勤務のため、その日出勤の職員全員が支援終了

後に揃わないので難しい面もありますが、活動記録へ記

載することで、職員個人個人の気づきを共有することが

できていると思います。

17
日々の支援に関して正しく記録をとることを

徹底し、支援の検証・改善につなげている
6 0

｢デイ日誌｣という複写式

ノートで保護者様に日々の

支援をお伝えしています。

また、それとは別に活動の

記録を取り、利用者様ごと

に保管しています。

利用者様の様子が普段と違うと感じた時は、保護者様や

学校の先生に相談をし、原因を探っています。知り得た

情報は活動記録やミーティング議事録などで職員へ

フィードバッグし、利用者様の現状の把握に基づいた支

援を心がけています。
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18

定期的にモニタリングを行い、放課後等デイ

サービス計画の見直しの必要性を判断してい

る

6 0
放課後等デイサービス計画

作成前に必ず行っています

19
ガイドラインの総則の基本活動を複数組み合

わせて支援を行っている
6 0

厚労省のガイドラインに示

されている基本活動を指針

として活動プログラムを作

成しています。

20

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議

にその子どもの状況に精通した最もふさわし

い者が参画している

6 0

主に管理者・児童発達支援

管理責任者が参加していま

す。

シフト制のため、管理者や児童発達支援管理責任者が参

加できないこともあります。その場合は、利用者様を一

番理解している指導員を事業所内で指名し、利用者様の

状況を事業所内で整理した上でサービス担当者会議に参

加する場合もあります。次代の児童発達支援管理責任者

を育成する為のＯＪＴを兼ねています。

21

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の

交換、子どもの下校時刻の確認等）、連絡調

整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）

を適切に行っている

6 0

下校時刻等については、保

護者様を通じて連絡いただ

いています。利用者様の利

用開始にあたって、保護者

様より当事業所の連絡先を

伝えていただいています。

トラブル発生時や予定の変

更があった場合は直接学校

からご連絡いただいていま

す。

利用者様の下校時に出来るだけ学校の先生方とお話をす

るようにしています。利用者様がいつもと違う様子の時

は、こちらから問いかけをし学校での様子を教えていた

だくよう努めています。

22

医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場合

は、子どもの主治医等と連絡体制を整えてい

る

0

医療的ケアが必要な利用者

様の受け入れについては、

今のところ考えていませ

ん。

23

就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定

こども園、児童発達支援事業所等との間で情

報共有と相互理解に努めている

6 0

直接のやり取りは少ないで

すが、小学校一年生の利用

者様受入れの際は、相談事

業所を通して情報が共有さ

れています。

24

学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所

から障害福祉サービス事業所等へ移行する場

合、それまでの支援内容等の情報を提供する

等している

6 0

情報提供の求めがあればい

つでも応じられるように、

利用者様一人ひとりの活動

記録を整理保管しておりま

す。

移行時、放課後等デイサービス事業所と障害福祉サービ

ス事業所が同席するサービス担当者会議が開かれること

があり、積極的に情報を提供するよう努めています。障

害福祉サービス事業所様から要望があれば、状況に応じ

て対応します。

25

児童発達支援センターや発達障害者支援セン

ター等の専門機関と連携し、助言や研修を受

けている

4 2

利用者様が落ち着かない状

態が続いた時に助言を受け

たり、研修のご案内には積

極的に参加しています。

今後も積極的に研修に参加し、職員のスキルアップに努

めます。
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26
放課後児童クラブや児童館との交流や、障が

いのない子どもと活動する機会がある
0 6

当事業所は東大分小学校と萩原西児童公園に接する立地

であることから、個人的に触れ合う機会が多いです。し

かし、保護者様から障がいのないお子様との交流を望ま

ない声もあり、事業所として慎重に検討する必要がある

と感じています。

27
（地域自立支援）協議会等へ積極的に参加し

ている
0 6 必要に応じて検討していきます。

28

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、

子どもの発達の状況や課題について共通理解

を持っている

6 0

デイ日誌、連絡ノート、送

迎時の応対や電話・メール

等で情報共有をはかってい

ます。

現状に甘んじることなく熱意を持って更なる情報共有に

努めたいと思います。

29

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護

者に対してペアレント･トレーニング等の支援

を行っている

3 3 必要に応じて検討していきます。

30
運営規程、支援の内容、利用者負担等につい

て丁寧な説明を行っている
6 0

契約時に、契約書・運営規

定・利用のしおりなどを

使って丁寧に説明を行って

います。

31
保護者からの子育ての悩み等に対する相談に

適切に応じ、必要な助言と支援を行っている
6 0

送迎対応時、電話、メール

などで支援を行うほか、必

要に応じて面談でも相談を

受け付けています。

保護者様や利用者様にいつもと違う様子があれば、こち

らから声をかけさせていただいています。学校や兄弟児

さんのお悩みを聞いたり、福祉サービス・病院受診のア

ドバイスを行うこともあります。どの職員も、保護者様

の味方になり寄り添っていけたらと考えています。

32

父母の会の活動を支援したり、保護者会等を

開催する等により、保護者同士の連携を支援

している

0 6
今現在は開催していませんが、保護者様からのニーズを

勘案した上で、今後の検討課題とさせていただきます。

33

子どもや保護者からの苦情について、対応の

体制を整備するとともに、子どもや保護者に

周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に

対応している

6 0

苦情相談窓口を設置しています。まだ対応事例はありま

せんが、契約時に保護者様に苦情相談窓口のご案内をさ

せていただいております。

34

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予

定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対

して発信している

3 3

活動予定については毎月保

護者様にお知らせするとと

もに、その日の活動を写真

に収めたものを利用者様ご

とに毎回のご利用時にお渡

ししています。

会報については、必要に応じて検討していきます。

35 個人情報に十分注意している 6 0

個人情報が記載された文書

はカギ付きの棚にて保管し

ています。ホームページ等

に利用者様の姿を掲載する

場合は事前に保護者様に承

諾をいただいております。
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36
障がいのある子どもや保護者との意思の疎通

や情報伝達のための配慮をしている
6 0

利用者様に対しては視覚支

援や文字盤を利用すること

のほかに、“すらら”という

学習教材を導入している当

事業所の強みを生かして利

用所様と職員がメールで気

持ちのやり取りを行う試み

をしています。保護者様に

対しては、直接の面談のほ

かに、連絡ノート・電話・

メールとご家庭の実情に

沿ったツールを使用し、情

報伝達を行っています。

37
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に

開かれた事業運営を図っている
0 6 必要に応じて検討したいと思います。

38

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアルを策定し、職員や保護者

に周知している

6 0
保護者様へ周知は放課後等デイサービス計画の説明のた

めの面談時に都度説明するなどしています。

39
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出

その他必要な訓練を行っている
6 0

R7.8.26に洪水を想定した

避難訓練を行いました。そ

の際、非常持ち出し袋等災

害用品の点検、保護者様の

緊急連絡先・職員の緊急連

絡網の再確認を行っていま

す。また、R7.10.9には

BCP(災害)研修・訓練を行

い、それに合わせて

R7.10.15に災害用伝言ダイ

ヤル体験を行いました。

各種災害に備えた訓練を今後も継続して行っていきたい

と思います。

40
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保

する等、適切な対応をしている
6 0

大分県の主催する虐待防止

研修会には毎回職員を参加

させています。また、年に

一回は社内研修を開催して

います。(令和7年度は

R8.1.25に実施)
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41

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行う

かについて、組織的に決定し、子どもや保護

者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放

課後等デイサービス計画に記載している

5 1

社内の虐待防止委員会・身

体拘束適正化委員会・虐待

防止研修会において職員の

意識の統一化を図っていま

す。また、放課後等デイ

サービス計画への記載を行

うとともに、計画説明時の

面談において毎回保護者様

に同意をいただいておりま

す。

児童発達支援管理責任者が中心となり、放課後等デイ

サービス計画の記載事項の勉強会を行うなど、新たに入

職した職員についても理解を深める機会を作ります。

42
食物アレルギーのある子どもについて、医師

の指示書に基づく対応がされている
5 1

契約時に食物アレルギーの

有無について保護者様に確

認させていただいておりま

す。食物アレルギーのある

利用者様についてはおやつ

のご提供・調理関係の活動

時に配慮して対応していま

す。

現時点では食物アレルギーによる食事制限の必要なお子

様はいらっしゃいませんが、今後必要が生じた時には、

保護者・医師と連携を取りながら支援を行っていきま

す。

43
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共

有している
6 0 作成し、共有しています。

当事業所の事例だけでなく、グループの事業所（皆春・

南大分）のヒヤリハット事例の共有し、事故を防止する

ための取り組みを行っていきます。

非

常

時

等

の

対

応


